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9 月 3 日～5 日の南京市档案館における資料調査で、旧 37・38 保にまたがる永定洲（37
保の上八股と 38 保の下八股）に関連する資料を比較的多く収集できた。これら資料による
と、上八股も下八股も、それぞれ 16 個の字号に区画されているという。また、2006 年の
江心洲調査の時に撮った写真（次頁の写真 1）にも、旧 38 保の範囲に「头号（頭号）」「八
号」の地名が表示されており、この二つの地名は上記 16個の字号と関係すると推測される。





1929 年（巳年）生まれ。解放前から永定洲 38 保に居住。2008 年 9 月 6 日午前、
許氏の自宅（横埂 21 号）にて採訪を行う。 
◆移住時の状況と家族構成 
父の名前は許世宏で、安徽省無為県から江心洲に移住した。Ego1 が生まれたのは、
父が 30 歳くらいの時である【よって、Ego1 の父は 1900 年頃の生まれ】。父は 1949
年に死去し、母は 77 歳で死去した。兄弟姉妹としては妹が 1 人いる。 
◆解放前の 38 保の状況 
父が 1 筆 27 畝を租佃していた。堤防には隣接していない耕地だった。業主の取り分
が 60％、父が 40％の分租制であった。父が租佃していたのは〔38 保の〕「十号圩」の
土地で、地主は費子卿【38 保公佈図等1では費子清とも書かれている】であった。費子
卿は南京の夫子廟に近い許家巷に住んでおり、父は許家巷の費の家まで行って納租し
た【なお 38 保公佈図に、Ego1 の父、許世宏は登場しない】。 
国民党の科長だった朱子建が〔38 保の〕「九号圩」の土地 320 畝全部を所有してい
                                                  
1 江心洲の公佈図をはじめとする地籍図については、大坪慶之・山本一・片山剛・荒武達朗「台湾収集の
地形図および地籍図について」、片山剛「江心洲地籍図をどう読むか」（いずれも『近代東アジア土地調査
事業研究 ニューズレター』2，2007 年，参照。 
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写真 1 現在の地名にも継承されている旧 38 保の「头号」と「八号」 
「八号」の上方（下流）は、9 号、10 号、11 号と続くと推測される。 




































1933 年（酉年）、馬路埂の 37 保で生まれた。2008 年 9 月 6 日午後、徐氏の
自宅（紅光 98 号）にて採訪を行う。 
◆移住状況など 
父の名前は徐少彩、生年月日は不明。父は蘇北の宿遷県に住んでいたが、「逃荒」の
ため江心洲に来た。それは ego2 の兄が 8 歳の時のことである。兄は Ego2 よりも 12
歳年長である【よって、兄が 1921 年生まれとして、1929 年頃に江心洲に移住してき
たことになる】。兄以外に、Ego2 より 2 歳年下の弟 1 人がいる。Ego2 は解放前に耕作
を開始した。51 年に兵隊になり、「抗美援朝」（朝鮮戦争）に 1 年従軍した。 
 ◆耕作・租田状況 
解放前の 37 保の保長は劉啓芬で、かれは農民であった。郷長は唐春山であった。な
お、理由は不明だが、人は父のことを土匪といっていた。解放前、家族で 1 筆 60 畝を
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耕作していたが、これは租佃したものである。業主は馬士浩（馬士豪）で、馬の取り
分が 60％、Ego2 の父が 40％だった【つまり分租制】。馬士浩は女性で太っており、49
年当時で 40～50 歳に見えた。彼女が江心洲の父の家に収租しに来た。租佃していたの












解放と土地改革の間に、わが家は 20 畝の土地を購入した。以前租佃していた 60 畝
は土地改革前に業主に還した。父の土地改革の時の階級成分は中農。家族は 5 人。土
地改革の分配は、家族全部で 27 畝。そのうちの 20 畝は上記の購入したものである。 












      87 歳。戌年生まれ。戌年が西暦何年かを確認しようとすると、身分証を出し
て見せていただいた。それによれば、1922 年 2 月 11 日生まれとある。1922
年はまさに戌年。また、住所は身分証に「建業区紅光 27－1 号 1 隊」とある。
2008 年 9 月 6 日午後、陶氏の自宅にて採訪を行う。 
◆移住と耕作開始 
安徽省無為県生まれ。「逃荒」のため 11 歳の時【1933 年頃】に無為県を離れ、叔父
（ego3 より 30 歳ほど年長で、名は陶根錦【37 保の地籍公佈図に「陶根景」という人
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名が登場する。それによると、地番 33・34・37・38・73 の 4 筆の旱地、計 28 余畝を
所有し、地番 66 の旱地 10 畝余を馬文藻から租田している。音通で同一人物であろう】）
に連れられて江心洲に来た。叔父の家族構成は、叔父・妻・子供 2 人で、ego3 を含め
て 5 人で江心洲に来た。江心洲に来た当初は、ヨシばかりが繁茂していた。叔父は無
為県でも農民で、江心洲に来てから開墾に従事した（「開荒」）。 






写真 4 陶引倫氏          写真 5 南京市街と結ぶ橋梁の工事 
 
◆永定洲について 










叔父（陶根錦の兄の陶根発。30 畝を租佃）は富農であった【陶根発も 37 保公佈図に
登場する。それによると、地番 31・32・74 の 3 筆の旱地、計 22 余畝を所有し、地









件を備えた古老は年々減少している。今回、2006 年と 2007 年に採訪した万成功・趙玉龍・
凌明海・王立栄・朱遠財の諸氏に、ニューズレターを差しあげるべく再訪したが（王立栄・
朱遠財の 2 氏には直接お会いできなかった）、高齢化の進展を改めて感じた次第である。加
えて、江心洲と南京市街地とを結ぶ橋梁の工事が着工されている（写真 5）。竣工すれば、
江心洲が南京市のベッドタウンとなり、景観も大きく変化しよう。解放前夜、あるいは土
地改革を対象とする実地調査は、そろそろ限界に近づいているようである。 
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